
シンポジウム  

「陸奥湾のホタテガイ養殖業再生の道を考える」 
 

 

2026 年 10月 3日（土） 
13:00 開場／13:30 開会／16:00 閉会予定 

 

会場：アピオあおもり 

２Ｆイベントホール 

（青森市中央３丁目 17-1） 

 

 

第５回 森里海を結ぶフォーラム in 青森 
 

地球環境の悪化により、陸奥湾のホ夕テ養殖をはじめ日本の海

は深刻な危機に瀕しています。一気に解決する特効薬がない

今、私たちは原点に立ち返らねばなりません。そこで任意団体

「森里海を結ぶフオ一ラム」は、本シンポジウムを開催します。 

「森は海の恋人」という思想のもと、上流(森)と下流(海)を紡

ぎ直し、流域全体の課題解決を目指します。問題の本質を考え、

共に知恵を出し合い、海の未来を救う解決への道を模索しまし

よう。皆様のご参加を心よりお待ちしております。 
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プログラム 

・開会の挨拶 田中 克（森里海を結ぶフォーラム代表） 

・開催地挨拶 西 秀記（青森市長） 

・来賓挨拶  宮下 宗一郎（青森県知事） 

・基調講演   

・特別報告  環境省が進める「つなげよう、ささえ

よう森里川海プロジェクト」について 

前環境省自然環境局長  鳥居 敏男 

・全国の海での取り組み 

       畠山 哲（水山養殖場代表取締役） 

       孫 恩喆（株式会社ＴＳＫ社長） 

       中村 正治（京都大学化学研究所教授） 

       鈴木 輝明（名城大学特任教授） 

・閉会挨拶  永井 雄人（陸奥湾のホタテを高温から 

守る植樹祭実行委員長） 
 

 

参加費は無料ですが、事前申し込みが必要です。氏名・住所・連絡先を明記の上、メール・FAX でお申込み下さい。 

お申込み・問い合わせ  陸奥湾のホタテを高温から守る植樹祭実行委員会 

メール：hotate@shirakami.gr.jp  FAX：017-772-9824 
 

【主催】陸奥湾のホタテを高温から守る植樹祭実行委員会・任意団体森里海を結ぶフォーラム・NPO 法人白神山地を守る会 

【後援】青森県・青森市・東奥日報社 

【協賛】弘果 弘前中央青果株式会社・株式会社伸和産業・ 

株式会社 佐々木建設工業・有限会社白神山美水舘 

 

（公財）むつ小川原地域・産業 振興財団の 

支援を受けて実施しています。 

 

 
 

参加費 無料 

（先着 200名） 



 

 

【基調講演】川眞田 憲治 

ホタテガイ性成熟の早期化を踏まえて斃死問題を考える 

 

小中学時代の川魚遊びが高じて、東京水産大学に学び、更に北海道大学大学院へと進学。北大では春

先に海から河川下流域に遡上するイトヨや日本各地に陸封されたイトヨやハリヨを対象に、その生

態・形態・遺伝的特性を研究。道職員となってからは、ホタテガイやウニなどの成熟過程や生態・増

殖方法を研究し、日本海ニシン資源増大プロジェクトの研究主査も務めた。退職後は民間会社の役員

や一般社団法人全国水産技術協会のシニア技術専門員を務め、魚礁の効果調査やホタテガイ・コンブ

の養殖技術の技術課題の調査、大型定置網で漁獲される魚種の長期変動の解明などに従事。 
 

【特別報告】鳥居 敏男 

環境省が進める「つなげよう、ささえよう森里川海プロジェクト」について 

 

1961 年大阪府生まれ。1984 年環境庁（当時）入庁。箱根や妙高高原などの国立公園管理事務所、

東北海道地区自然保護事務所（釧路）、東北地方環境事務所（仙台）などの現地勤務のほか、生物多

様性センター長、国立公園課長などを経て 2021 年自然環境局長を最後に環境省退職。2022 年１月

から一般財団法人 自然公園財団 専務理事。環境省では 2014 年から森里川海のつながりを回復し、

そこから生まれる恵みを賢く活用して地域を元気にする「つなげよう、支えよう森里川海プロジェク

ト」に取り組む。 
 

【全国の海での取り組み】畠山 哲 

気仙沼湾のカキ・ホタテガイ養殖の現状と課題～森は海の恋人のふるさとから 

 

1971 年生まれ。宮城県気仙沼市の舞根湾で家業の牡蠣ホやタテガイの養殖と加工販売業を営みなが

ら、農業や林業にも挑戦し、森里海の繋がりについて、農林漁業現場からの研究に取り組んでいる。 

（有）水山養殖場代表取締役、宮城県漁業協同組合唐桑支所運営委員長 

 

【全国の海での取り組み】孫 恩喆 

森里海を結ぶフルボ酸の人工生産技術の開発と農林漁業現場への活用 

 

孫 恩喆（そん・うんちょる） 

株式会社 TSK 代表取締役。京都大学工学博士。鉄触媒を活用した環境負荷の少ない化学技術の実用

化に取り組む京都大学発スタートアップを経営。木材由来資源を活用したバイオスティミュラント

「鉄フルボさん®」や水環境改善技術の開発を進め、森・里・海をつなぐ資源循環と持続可能な農林

水産業の実現を目指している。 

 

【全国の海での取り組み】中村 正治 

森里海を結ぶフルボ酸の人工生産技術の開発と農林漁業現場への活用 

 

京都大学化学研究所教授。有機化学合成、特に鉄などの元素を生かす触媒化学が専門。近年は、森林

資源を分子レベルで活用する「森林化学」に取り組み、‟森の魔法使い”フルボ酸の人工生産に成功。

「化学」を、自然と人間の ‟あひだ”を結び直す「化楽」として楽しむ、自称 実践派化学者。水泳・

合気道・ツーリングを楽しむ。 

 

【全国の海での取り組み】鈴木 輝明 

三河湾におけるアサリ資源の動態と貧栄養化解決策～窒素・リン濃度類型化の緩和 

 

1972年京都大学農学部水産学科卒業、1974年東北大学大学院農学研究科漁撈学専攻修士課程修了。2002年

愛知県水産試験場漁場環境研究部長、2007年愛知県水産試験場長。1950年名古屋市生まれ、名城大学大学院

総合学術研究科特任教授、農学博士。国土交通省中部地方整備局伊勢湾再生海域検討会、同三河湾部会、矢作川

流域圏懇談会の委員等を務める。著書に「水産の21世紀 海から拓く食料自給」（分担執筆 京都大学学術出

版会、2010）、「環境配慮・地域特性を生かした干潟造成法」（分担執筆 恒星社厚生閣,2007）など 

 

司会進行：三浦 文恵（八戸学院大学短期大学部介護福祉学科教授） 


